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食品ロス削減イベント 

～フードドライブを実施します～ 

１ 趣旨 

農林水産省及び環境省の調査によると、日本では、まだ食べられるのに捨てられる食べ物「食

品ロス」が年間で 643 万トンも発生していると推計されており、世界中で飢餓に苦しむ人々に向

けた世界の食糧援助量（年間約 380 万トン（2017 年））の約 2 倍の食品を捨てていることになり

ます。 

尼崎市が平成 30年度に実施した調査では、市内の家庭から出る生ごみの約 35%（燃やすごみ全

体では約 8%）を食品ロスが占めていることがわかりました。この結果から、尼崎市内の家庭から

1 年間で出る食品ロスの量は約 6,000 トンと推計され、金額に換算すると 60 億円相当になりま

す。（1 個 200 円のハンバーグ（200g）で換算。4 人家族の場合は年間約 53kg（約 5万 3 千円分）

の食品ロスが発生しています。） 

食品ロスを減らすため、尼崎市では、家庭で余っている食品を持ち寄り、食べ物を必要として

いる団体等に寄付する「フードドライブ」の取り組みを平成 30 年度から実施しています。平成

30 年度は、市民まつりなどでフードドライブを実施したところ、合計で 112kg の食品が集まりま

した。今年度も、第 1回目のフードドライブとして、6月 8日（土）のエコあまフェスタ 2019 で

実施しますので、家庭で余っている食品があれば是非お持ちください。 

5 月 30 日は「ごみゼロの日」です。この機会に、ごみを減らすために私たちに何ができるのか、

一緒に考えてみませんか？ 

２ イベントの実施内容 

⑴ 実施日時等

⑵ 回収する食品

次の 1～6の全てを満たすものを回収します。 

令和元年 5月 29 日 

所 属 資源循環課 

所属長 吉岡 辰郎 

電 話 06-6409-1341 

イベント名 エコあまフェスタ２０１９ 

実施日 令和元年６月８日（土曜日） 

実施時間 午前 10 時から午後３時まで 

実施場所 塚口さんさんタウン２階スカイコム広場 

（尼崎市南塚口町２丁目１-１） 

ごみゼロの日（主唱 環境省） 

 5（ご）3（み）0（ゼロ）の語呂合わせから、5月 30 日を「ごみゼロの日」としています。 



1. 未開封のもの 

2. 賞味期限まで 1カ月以上あるもの 

3. 常温保存のもの（冷蔵・冷凍食品以外） 

4. 製造者または販売者が表示されているもの 

5. 成分またはアレルギー表示のあるもの 

6. アルコール類（みりん・料理酒は除く）や手作りの品以外のもの 

⑶ 集まった食品の提供先

NPO 法人フードバンク関西を通じて食支援を必要とする団体等に提供します。 

⑷ その他

今回のイベント回収のチラシは別添のとおりです。

３ 尼崎市の食品ロス削減の取り組み 

⑴  宴会時の食べきり運動「30・10 運動」 

宴会時は食べ残しなどの食品ロスが多く発生することから、忘年会・新年会シーズンには乾杯後

30 分と宴会終了前 10 分を離席せずに料理を楽しみ、食べ残しを減らす「30・10運動」を、尼崎市

内の事業者及び家庭に対して呼びかけています。 

⑵  親子エコクッキング 

  大阪ガス㈱と連携し、材料を無駄にしない調理方法等について実践的に学ぶ親子エコクッキング

教室を開催しています。今年度の開催予定は次のとおりです。 

以 上

対象者 尼崎市内在住の小学４～６年生及びその保護者 

開催期間 令和元年８月２日（金）及び８月６日（火） 

開催場所 大阪ガス ハグミュージアム（大阪市西区千代崎３丁目） 

＜お持ちいただきたい食品の例＞ 

 お米、素麺やパスタなどの乾麺、缶詰、レトルト食品、インスタント食品、のり、お茶漬け、
ふりかけ、粉ミルク、離乳食、お菓子、調味料など


